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3万人でにぎわ う
ご二=資源活用広場

むだをなくし

物を生かす運動も徐々に定着

刀
「
「寸
1
lA
H
E
I
d

o
-寸

ze
d--ベ
4
3

44
長
i
l
、
し
、
、
H
P
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p

物

霜

月

に
す
の
れ
を
燃
「
か
の
は
な
た
聞
に
お

作
遅

4
利
ま
こ
さ
家
を
き
ト
力
天
き
し
ま
の
霜
で

農

巡

れ

忽

農

ど

と

タ

好

と

ど

で

日

の

家庭の主婦も不用品を出品

(受付で)

写真中、にぎわう資源活用広場

写真右下、相談コーナーも盛況

3月15日から 実施してきた、資源活用推進月間「むだをなくし物を生かす市
民運動」の締めくくりとして、 4月25日、市役所駐車場で青空形式で行った「資
源活用広場」は晴天に恵まれ、 3万人の人出でにぎわいました。

市価の半額以下で販売され、一般家庭から不用品として出品された品物1700

点がセリ売りでまたたくまに売り切れ、市内の商庖40庖も在庫品、流行遅れ品
など多数を販売しましたが、日用家庭用品は全部売り切れる盛況でした。

むだをなくし物を生かす市民運動も、不用品の再活用、むだな ゴミを出さな
い運動などを積極的に行い、市民生活の中に除々に定着してきました。これか
らもこの運動の主旨を生かし明るい街づく りを進めましょう。
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農村目指す

〔農村総合モデル事業着工〕

明るい近代的な

t: えつ広報ー第 3種郵便物認可ー引更物認可ー

四
十
九
年
度
、
市
東
部
の
神
科
、
神
川
、
豊
殿
の
三
地
区
が
、
国
の
事
業
指

定
を
受
け
た
「
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
」
は
、
五
十
年
度
に
全
体
計
画

が
国
に
承
認
さ
れ
、
総
事
業
費
十
一
億
五
千
万
円
で
着
工
、
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
の
建
設
、
集
落
内
道
路
、
排
水
、
側
溝
、
防
護
さ
く
な
ど
農
村
基
盤
の

整
備
と
老
人
、
婦
人
、
児
童
を
対
象
と
し
た
農
村
公
園
の
設
置
な
ど
を
計
画

五
十
五
年
完
了
を
目
指
し
、
整
備
さ
れ
た
明
る
い
近
代
的
な
農
村
造
り
を
着

々
と
進
め
て
い
ま
す
。

神
科
、
神
川
、
豊
殿
の
三
地
区
は
、

農
地
整
備
率
が
一
八
・
九
%
と
、
市
全

体
の
二
三
・
九
%
に
比
し
て
低
く
、
道

路
の
整
備
率
九
%
、
舗
装
率
三
四
%
も

塩
田
地
区
の
整
備
率
四
三
・
七
%
、
舗

装
率
四
二
・
O
%
、
川
西
地
区
の
同
五

0
・
一
%
、
同
四
九
・
三
%
に
比
し
て

悪
い
状
態
で
す
。

ま
た
、
家
庭
排
水
は
、
昔
な
が
ら
の

農
業
用
水
・
河
川
に
流
出
し
て
い
る
現

状
で
あ
り
、
公
民
館
な
ど
の
公
共
施
設

』
F

交
通
安
全
の
た
め
整
備
さ
れ
た
豊
殿

下
郷
地
区
の
通
学
路

広
域
農
道
着
々
と
進
む

も
、
、
小
規
模
集
会
場
は
あ
る
が
、
塩
田
、

川
西
地
区
の
よ
う
に
、
大
小
会
議
室
、

生
活
改
善
・
料
理
講
習
室
、
保
健
室
な

ど
完
備
し
た
保
養
施
設
、
福
祉
セ
ン
タ

ー
な
ど
、
地
区
住
民
が
研
修
や
休
養
の

場
と
し
て
利
用
で
き
る
施
設
が
な
い
な

ど
、
環
境
整
備
が
立
ち
遅
れ
て
い
る
た

め
、
国
の
事
業
指
定
を
受
け
、
環
境
整

備
を
行
い
、
三
地
区
農
村
の
近
代
化
を

図
る
こ
と
に
し
「
農
村
総
合
整
備
モ
デ

ル
事
業
」
を
行
う
も
の
で
す
。

』
F

改
修
さ
れ
た
神
川
岩
下
地
区
の
水
路

環
境
改
善
セ
ン

道
路
・
水
路
• 

こ
の
事
業
の
内
容
は
、
農
業
生
産
技

術
の
研
修
や
生
活
改
善
な
ど
の
講
習
会
、

健
康
管
理
な
ど
を
行
う
。
多
目
的
な
農

業
福
祉
推
進
の
場
と
し
て
の
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
を
一
億
九
千
二
百
万
円

で
建
設
、
老
人
、
婦
人
、
児
童
や
農
業

者
が
休
養
や
体
育
の
向
上
な
ど
に
利
用

で
き
る
。
バ
レ

l
コ
ー
ト
や
遊
戯
の
施

設
な
ど
を
備
え
た
公
園
を
岩
清
水
、
矢

沢
、
上
青
木
、
西
野
竹
、
伊
勢
山
の
五

地
区
に
建
設
。
ま
た
、
農
業
上
必
要
性

の
高
い
水
路
九
路
線
、
三
、
四
五
O
μ

を
改
修
、
家
庭
排
水
の
衛
生
管
理
、
降

雨
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
た
め
の
排
水
路

』

F

神
科
伊
勢
山
地
区
の
公
園
予
定
地

A
整
備
さ
れ
た
広
域
農
道

(
神
科
バ
イ
パ
ス
国
の
県
営
球
場
入
口
)

d

司
進
む
拡
張
工
事

タ
l
、
公
園
を
建
設

防
災
施
設
を
整
備

六
十
二
路
線
、
一
二
、
二
五
O
μ
を
堅

備
す
る
ほ
か
、
農
家
集
落
と
農
業
用
施

設
を
結
ぶ
道
路
と
、
こ
れ
ら
の
道
路
を

主
要
道
路
と
結
ぶ
連
絡
道
、
お
よ
び
、

日
常
生
活
、
火
災
、
交
通
安
全
な
ど
環

境
整
備
に
必
要
な
道
路
幅
を
確
保
す
る

た
め
、
七
十
八
路
線
、
一
九
、
二
O
五

日
を
改
修
、
舗
装
挫
備
、
こ
の
ほ
か
、

交
通
安
全
を
図
る
た
め
の
道
路
側
溝
、

防
護
さ
く
を
設
置
、
火
災
か
ら
家
屋
を

守
る
防
火
水
槽
な
ど
の
笠
備
を
行
い
ま

す
。こ

の
一
連
の
事
業
が
五
十
五
年
に
完

了
す
る
と
、
神
科
、
神
川
、
豊
殿
三
地

区
は
、
整
備
さ
れ
た
活
気
あ
ふ
れ
る
、

近
代
的
な
農
村
地
帯
に
生
れ
変
わ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

引
年
度
は

集
落
道
、

水
路
を
整
備

五
十
年
度
は
、
神
科
の
長
島
、
金
剛

寺
、
神
川
の
上
青
木
、
豊
殿
の
下
郷
な

ど
十
路
線
、
一
、
O
九
七
μ
の
道
路
を

二
千
五
百
万
円
を
か
け
て
改
良
舗
装
が

行
わ
れ
、
水
路
も
神
川
の
下
青
木
な
ど

十
一
路
線
、
一
、
一
九
四
灯
の
水
路
を

一
千
万
円
か
け
て
改
良
整
備
を
行
い
ま

し
た
。

五
十
一
年
度
は
、
集
落
道
、
水
路
の

整
備
を
行
い
ま
す
。

三
月
三
十
一
日
駒
が
根
市
で
、
使

用
し
て
い
な
い
サ
イ
ロ
に
、
子
供
何

人
が
落
ち
て
全
員
水
死
す
る
と
い
う
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』
F

敵
軍
備
さ
れ
た
神
科
伊
勢
山
地
区
の

の
集
落
選

』
F

交
通
安
全
の
た
め
整
備
さ
れ
た
豊
殿

下
郷
地
区
の
通
学
路

第 3穐郵便物認可『

広
域
農
道
着
々
と
進
む

日
年
開
通
目
指
す

国
の
指
定
を
受
け
、
県
と
関
係
市
町

村
が
協
力
し
て
行
っ
て
い
る
、
浅
間
山

ろ
く
地
区
広
域
営
股
団
地
農
道
警
備
事

業
(以
下
広
域
内
服
道
と
い
う
)
の
上
田
市

関
係
区
聞
は
、
四
十
七
年
度
に
着
工
以

来
、
近
年
の
経
済
変
動
に
よ
り
多
少
の

遅
れ
が
出
て
い
る
も
の
の
着
々
と
進
行

し
て
い
ま
す
。

こ
の
広
域
農
道
の
上
田
市
関
係
区
間

は
、
神
科
バ
イ
パ
ス
県
営
球
場
入
口
か

ら
豊
殿
地
区
中
吉
田
の
東
部
町
と
の
境

界
ま
で
の
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
す
が
、

こ
の
間
に
、
神
川
に
橋
を
架
け
、
ト
ン

ネ
ル
を
あ
け
る
難
工
事
が
含
ま
れ
て
い

4 
8 
3 
3 
3 

畑地帯総合土地改良事業のーっとして、豊殿長入地区南側に 3
ある丘陵地帯を改良整備し、農業の近代化を目指した上の原工 3
区の区画整備が完成しました。

上の原工区は、総業業費約 2億 5千万円をかけ、 28へクタ-i
ルを区画整備(写真)、菅平夕、ム左岸幹線水路から、農業用水を主
導水して、畑地をかんがいします。このかんがし、にはスプリン F
グクラーを使用、 51年度中に完成する予定です。また、幅 4メ?
ートルの農道の取り付けも 52年度中には完成させる予定で工事《
を 進めて い ま す。}

この整備された畑地には、豊殿地区の農家約 140戸 が 、 加 工 ?
ブドウ (12ha)、桑(6 ha)、加工トマト、その他の野菜(10ha)を 6
耕作、かなりの収穫が見込まれています。~
(写真は、手前左に見える部落が長入部落、左すみと一番手前?

の道路が菅平有料道路、部落の上部に見える道路が市民の森へ合
通ずる農道)町台骨申告引合引合~申告申告守拘色合司自由主

t: えつ広報一(3)

農業近代化図る荒地を整備

h
F
改
修
さ
れ
た
神
川
岩
下
地
区
の
水
路

ま
す
。

五
十
一
年
度
ま
で
に
、
工
費
六
億

く畑地帯総合土地改良事業上の原工区〉

h
F
神
科
伊
勢
山
地
区
の
公
園
予
定
地

企
整
備
さ
れ
た
広
域
農
道

(
神
科
バ
イ
パ
ス
闘
の
県
営
球
場
入
口
)

‘
進
む
拡
張
工
事

千
六
百
万
円
を
か
け
、
県
道
下
原
大
屋

間
線
(
豊
殿
地
区
小
井
田
)
ま
で
道
路

の
取
り
付
け
、
お
よ
び
拡
幅
工
事
が
完

了
(
全
体
の
六
五
%
)
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
五
十
三
年
の
開
通
を
目
標
に

難
工
事
の
橋
、
ト
ン
ネ
ル
を
含
め
て
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
農
道
が
完
成
す
る
と
、
要
所
に

集
荷
所
、
基
幹
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
建
設

し
、
豊
殿
地
区
の
特
産
で
あ
る
、
き
ゅ

う
り
な
ど
農
産
物
の
流
通
、
農
業
の
近

代
化
に
大
き
な
役
割
を
果
す
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
拡
幅
、
取
り
付
け
の
終
っ
た

道
路
は
、
道
路
沿
い
に
田
畑
を
持
つ
耕

作
農
家
以
外
は
、
全
面
利
用
禁
止
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

一
千
万
円
か
け
て
改
良
整
備
を
行
い
ま

し
た
。

五
十
一
年
度
は
、
集
落
道
、
水
路
の

整
備
を
行
い
ま
す
。

も
う
一
度

点
検
し
よ
う

農
業
用
サ
イ
ロ

1
、
使
用
し
て
い
な
い
サ
イ
ロ
は
、

土
砂
、
ま
た
は
、
ワ
ラ
か
モ
ミ
ガ
ラ

な
ど
で
埋
め
る
か
、
じ
よ
う
ぶ
な
フ

タ
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

2
、
フ
タ
つ
き
の
サ
イ
ロ
も
、
も
う

一
度
フ
タ
を
た
し
か
め
、
し
っ
か
り

し
た
も
の
に
交
換
す
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

d
 

三
月
三
十
一
日
駒
が
根
市
で
、
使

用
し
て
い
な
い
サ
イ
ロ
に
、
子
供
四

人
が
落
ち
て
全
員
水
死
す
る
と
い
、
つ

い
た
ま
し
い
事
故
が
発
生
し
ま
し
だ

こ
う
し
た
事
故
を
再
び
く
り
か
、
之
さ

な
い
よ
う
サ
イ
ロ
の
あ
る
農
家
の
皆

さ
ん
は
、
至
急
、
次
の
処
置
を
と
っ

て
く
だ
さ
い
。

郵
便
局
定
額
預
金
は

⑧
の
手
続
き
を

四
十
九
年
九
月
二
十
三
日
以
前
に

預
け
た
「
郵
便
局
の
定
額
貯
金
」
は
、

⑧
の
手
続
き
を
五
十
二
年
一
月
十
三

日
ま
で
に
し
て
く
だ
さ
い
。

四
十
九
年
九
月
二
十
四
日
か
ら
の

引
き
上
げ
利
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

お
近
く
の
郵
便
局
で
ど
う
ぞ
。
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せ、，h
，，

nuu 

ん守ハ
が

O

f，

f

税
金
を
完
納
し
よ
う

閉
山
「
滞
納
整
理
月
間
」

t: 

市
で
は
、
五
月
を
滞
納
盤
理
月
間
と

定
め
て
「
市
税
の
滞
納
を
無
く
す
運
動
」

を
行
い
ま
す
。

こ
の
辿
動
は
、
滞
納
し
て
い
る
人
に

川
市
侍
者

(
必
要
に
応
じ
差
押
予
告
、
公

光
通
知
)
を
送
付
す
る
と
と
も
に
、
有

線
放
送
、
広
報
単
な
ど
で
呼
び
か
け
、

ま
た
、
納
税
相
談
に
積
極
的
に
応
じ
、

五
月
末
日
ま
で
に
す
べ
て
の
市
税
が
完

納
さ
れ
る
よ
う
、
特
別
督
励
を
行
い
ま

す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

〈
四
十
九
年
度
、

市
税
納
税
成
績〉

四
十
九
年
度
の
市
税
完
納
率
は
、
九

八
・
二
八
%
で
す
。
未
納
者
は
企
業
倒

産
、
会
社
更
生
法
適
用
の
会
社
お
よ
び

課
税
後
の
転
出
先
不
明
者
な
ど
で
す
。

〈
延
滞
金
〉

延
滞
金
は
、
市
税
が
納
期
限
ま
で
に

納
ま
ら
な
い
と
き
、
納
期
限
か
ら
市
税

納
入
ま
で
の
期
間
に
支
払

っ
て
い
た
だ

く
、
利
子
と
行
政
罰
的
性
格
を
持
つ
も

えつ広報ー第 3種郵便物認可郵便物認可ー

i-...上田公園の桜

の
で
、
利
率
は
、
日
歩
四
銭
(
年
一
四
・

六
%
)
た
だ
し
、
納
期
限
後
一
か
月
は

日
歩
二
銭
(
年
七
・
三
%
)
で
す
。

〈公
売
執
行
〉

五
十
年
度
の
差
押
件
数
三
十
三
件
、

公
売
通
知
十
三
件
、
公
売
執
行
四
件
で

し
た
。

円
督
促
手
数
料
を
徴
収
。

i

5
良一
1
「
溺
紛
糾
議
議
機

納
税
義
務
者
が
納
期
限
内
に
税
を
納

入
し
な
い
と
き
、
そ
の
二
十
日
以
内
に

督
促
の
通
知
(
督
促
状
)
を
送
付
し
ま

す。
督
促
状
の
送
付
は
、
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
。
こ
の
傾
向
を
な
く
す
こ
と
と

印
刷
、
郵
便
料
の
値
上
げ
な
ど
に
よ
り

五
月
一
日
か
ら
督
促
手
数
料
、
一
件
五

十
円
を
徴
収
し
ま
す
。
(
督
促
状
は
、
作

成
し
発
送
ま
で
に
一
件
八
十
円
か
か
り

ま
す
)

果
樹
共
済
制
度
の
内
容
は
次
め
と
お

り
で
す
。

〈
共
演
の
対
象
樹
〉

り
ん
ご
、
ぶ
ど
う
、
も
も
で
、
対
象

「
納
期
を
忘
れ
た
」
「
め
ん
ど
う
だ
か

ら
」
な
ど
て
納
期
に
納
め
な
い
人
が
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
納
税
義
務
公
平
の
原

則
に
反
し
ま
す
1
六
市
に
む
だ
な
技
用

を
か
け
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

督
促
状
が
送
付
さ
れ
る
前
に
必
ず
納

税
し
ま
し
ょ
う
。

滋
泌
総
務
胤
拐
殺
一
反
応
検
査
一

ソ

B
C
G接
種
!
問
。

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
と
B
C
G

接
種
を
結
岐
予
防
法
に
基
づ
い
て
、
左

表
の
日
程
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。
対
象

者
は
最
寄
り
の
会
場
で
お
受
け
く
だ
さ

〈
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
対
象
者
〉

五
十
一
年
四
月
一
日
現
在
で
、
生
後

三
か
月
か
ら
四
歳
未
満
の
乳
幼
児
お
よ

び、

小
学
校
一
年
生
と
中
学
校
二
年
生

で
、
学
校
で
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

を
受
け
な
か
っ
た
児
童
、
生
徒
。

〈
B
C
G
接
種
対
象
者
〉

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
の
結
果
が

陰
性
と
判
定
さ
れ
た
人
。

〈
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
・

B
C
G

接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
人
〉

l
、
著
し
い
栄
長
障
害
者
。

2
、
有
熱
、
ま
た
は
重
症
態
者
。

3
、
ま
ん
え
ん
性
の
皮
肘
病
患
者
。

4
、
副
じ
ん
皮
質
ホ
ル
モ
ン
剤
の
使
用

者
。

5
、
結
核
、
そ
の
他
の
疾
病
の
予
防
接

種
、
外
傷
等
に
よ
る
ケ
ロ
イ
ド
が
認

め
ら
れ
た
人
。

6
、
医
師
に
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と

が
不
適
当
と
認
め
ら
れ
た
人
。

…
。
…
着
物
種
付
数
章
一
θ

問。

0

.

0

注
総
募
集

上
田
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、
二

十
五
歳
ま
で
の
女
子
を
対
象
に
、
着
物

着
付
教
室
(
六
月
l
七
月
)
の
生
徒
を

次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。
希
望
者
は
必

ず
来
館
し
て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

コ
ー
ス

・
毎
週
火
曜
コ

l
ス
、
木
曜

コ

ー
ス。

開
講
時
間

・
午
後
六
時
三
十
分

i
八
時

三
十
分
。

員

・
各
コ

ー
ス
と
も
十
二
名
。

費
・
二
千
円

d会、 ....... 
~ .J.と

ツベルクリン・ BCG日程表

会場名
ツベル応ク 判C定G接-種B 
検リン査反 日 日

川辺町会館

上塩尻公会堂 月5 
2月5 0 

下青木公民館 18 
日 日

塩田母タ子健康
センー

北常国公会堂

新田区民会館
月

月5 

市所役所豊殿支 19 21 
日 日

出!ffが丘公民

川西社タ会福祉

塩セ田ン母タ子ー健康
月5 月センー

三好町会館 25 27 

上/田γ市』ー健康セ
日 日

1;車車ま4事どL会幼ので場会て児す湯はとの母でも午子も後乎フけ阪1時をら3れお0持分まかすちら2 時30分
(f.ごきし、。

農
業
共
済
課
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
、
農
業
共
済
謀
、
塩
田
・
川

西
支
所
に
あ
り
ま
す
。

〈
お
問
合
せ
〉

日
側
、
八
月
八
日
岡
、
九
月
四
日
出
・

十
二
日
間
・
二
十
三
日
闘
。

〈
会
場
〉

市
民
体
育
館
、
合
同
庁
舎
、
第
一
中

締
切
り
・
五
月
十
六
日
ま
で
(
た
だ
し

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
)

お
問
合
せ
・
上
回
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

(
宮
@
七
一
一
七
)

経
営
実
務
的

s
m
e
w

受
講
金
募
集
。

上
回
専
修
職
業
訓
練
校
で
は
、
近
く

定
年
退
職
さ
れ
る
人
を
、
主
に
対
象
と

し
て
、
経
営
実
務
課
「
経
理
事
務
コ
ー

ス
」
の
受
講
生
を
次
に
よ
り
募
集
し
ま

す
の
で
、
希
望
す
る
人
は
早
自
に
同
校

か
上
回
公
共
職
業
安
定
所
へ
申
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

〈資
格

・
定
員
〉

官
公
署
、
学
校
、
会
社
、
団
体
な
ど

へ
勤
務
し
て
い
る
人
で
お
お
む
ね
五
十

歳
以
上
の
人
。
三
十
名
。

〈申
込
み
期
限
・
手
続
き
〉

五
月
十
日
間
ま
で
に
、
入
校
願
(
上

回
専
修
職
業
訓
練
校
、
上
回
公
共
職
業

安
定
所
に
あ
り
ま
す
)
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

〈講
習
内
容
〉

教
科

1
経
理
事
務
の
知
識
お
よ
び
実
務

期
間

1
五
月
中
旬
i
十
月
下
旬
ま
で

日
時
u
H
毎
週
月
、
水
、
金
曜
日
で
午
後

六
時
1
九
時
ま
で

場
所
H
H
上
田
専
修
職
業
職
業
訓
練
校

〈お
閉
会
せ
〉

上
回
専
修
職
業
訓
練
校
(
住
所
常
磐

城
一
三
|
二
O
E
@
一
三
五
三
)

上
回
公
共
職
業
安
定
所
(
住
所
天
神

-
l
1
『八
l
l
m悶司八
R
U
4

ハ=ヱ川=こ
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延
滞
金
は
、
市
税
が
納
期
限
ま
で
に

納
ま
ら
な
い

と
き
、
納
期
限
か
ら
市
税

納
入
ま
で
の
期
間
に
支
払
っ
て
い
た
だ

く
、
利
チ
と
行
政
罰
的
性
格
を
持
つ
も

第 3種郵便物認可ーt: えつ広報

家族ぐるみで加入しよう
5月は交通共済更新と加入促進月間です

一(5)

皆さんが加入きれている、交通共済は、 5月
31日で期限が切れます。

5月初旬に自治会の役員の皆さんが、お宅に
伺いますので、この機会に全員加入しましょっ。

自治会未組織の皆きんは、市内の金融機関か
市役所 1階市民課、塩田、川西、豊殿の各支所
へ申込んでくださし、。
くお問合せ〉
民生部市民課交通安全係

(宮⑫4100内線276有線②0701)

〆に五
月
一
日
か
ら
督
促
手
数
料
、
一
件
五

十
円
を
徴
収
し
ま
す
。
(
督
促
状
は
、
作

成
し
発
送
ま
で
に
一
件
八
十
円
か
か
り

ま
す
)

果
樹
共
済
制
度
の
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

〈
共
演
の
対
象
樹
〉

り
ん
ご
、
ぶ
ど
う
、
も
も
で
、
対
象

果
樹
ご
と
に
全
園
地
が
加
入
対
象
で
す
。

〈
対
象
災
害
の
種
類
〉

風
水
害
、
干
害
、
凍
霜
害
、
そ
の
他

気
象
上
の
原
因
に
よ
る
災
害
、
病
虫
害
、

鳥
獣
害
、
火
災
な
ど
。

〈
責
任
期
間
〉

花
芽
の
形
成
期
か
ら
翌
年
度
の
収
穫

期
ま
で
の
約
一
年
半
が
共
済
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

〈
被
害
報
告
〉

被
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
す
み
や

か
に
農
政
部
農
業
共
済
課
ま
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

〈
申
込
み
先
き
・
期
日
〉

五
月
三
十
一
日
間
ま
で
に
、
農
政
部

委託者も内職者も
家内労働j去を守ろう

ツベJレクリン

上塩尻公会堂

川西社会福祉
センター
塩田母子健康
センター

三好町会館

上田市健康セ
ノ γ ーー

川辺町会館

農
業
共
済
課
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
、
農
業
共
済
謀
、

塩
田
・
川

西
支
所
に
あ
り
ま
す
。

〈
お
閉
会
せ
〉

農
政
部
農
業
主
f

済
課
(
宮
⑫
四
一

O

O
内
線
三
二
七
有
線
②

O
七
六

O
)

民
閉
め
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
を

養
成
し
、
社
会
体
育
の
普
及
と
振
興
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
ス
ポ
ー
ツ

指
導
員
養
成
講
習
会
」
を
次
に
よ
り
行

い
ま
す
の
で
大
勢
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
期
日
〉

五
月
十
五
日
出
・
二
十
三
日
側
、
六

月
五
日
出
、
七
月
十
一
日
間
・
二
十
五

家内労働者(内職者)の労働条件の向上と、生
活の安定を図るため 5月21日幽から31日(月)まで
を、家内労働旬間として「家内労働法」に対する
理解と認識を高める運動を行います。

家内労働者の労働条件の改善やご相談は、上
田労働基準監督署へご相談ください。(住所・
常田 2-26一15宮⑫0338)
〈家内労働法のあらまし〉

1.委託者は、家内労働者に家内労働手帳を交付
しなければなりません。

2.6か月以上委託していて、委託を打ち切ろう
とするときは 、遅滞なく予告するよう努めな

くてはなりませーん。
3.工賃は、製品を受け取ってから 1か月以内、ま

たは締切り日から 1か月以内に支払わなくて
はなりません。

4.工貨の支払いや原材料・製品の受渡しは、家
内労働者の自宅(作業場)で行うよう努めなく
てはなりません。

5.家内労働者に機械、原材料を提供するときは、
必要な安全衛生の措置を講じなければなりま
せん。

6.電気部品加工、メリヤス加工、洋服、作業服、
シャツ加工などは、最低工貨が決められてい
るので、決定額以上の工貨を支払わなくては
なりません。

日
側
、

八
月
八
日
側
、
九
月
四
日

ω・

十
二
日
日

・
二
十
三
日
附
。

〈会

場

〉

市
民
体
育
館
、
合
同
庁
舎
、
第
一

中

学
校
。

〈
内
容
〉

マ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
コ

l
ス
、
マ
軟
式
庭

球
コ

l
ス
、
マ
体
力
づ
く
り
コ
ー
ス
(
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
、
オ
リ
エ
ン
テ
|
リ

ン
グ
含
む
)

〈
申
込
み
受
付
期
間
、
場
所
〉

五
月
十
日
間
ま
で
に
、
市
教
育
委
員

会
体
育
課
へ
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
住

所
、
所
属
を
明
確
に
し
て
、
電
話
、
ま

た
は
文
書
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〈
お
問
合
せ
〉

市
教
育
委
員
会
体
育
課
(
住
所
大
手

一
ー
ー
一
一
ー
一
六
、
官
⑫
四
一

O
O
内

線
五
五
五
)

甘い勧誘は危険
求人は必ず職安をとおして

従業員を募集している事業所に「糊統通エー
ジェンシーJ r日本労務協会J r全国求人E助

会J r中央雇用促進協会」などの名称を使い、
就職希望者をあっせんするような文書を送付し
会員の勧誘を行い、多額の会費を要求する、悪
質な者がいます。

これは、職業安定法に違反する行為て¥職業
安定所とは関係ありませんので、十分注意して
ください。また、文書や電話があったら上回公
共職業安定所求人係までご連絡ください。(宮
⑫6363) 

最
近
、
り
ん
ご
の
腐
ら
ん
病
、
凍
霜

害
、
ひ
ょ
う
窓
口
な
ど
の
災
害
が
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
が
、
す
べ
て
果
樹
共
済

制
度
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
昨
年
は
、
ひ

ょ
う
害
が
多
発
し
、
約
五
百
八
十
万
円

の
共
済
金
を
支
払
い
ま
し
た
。

ま
た
、
共
済
掛
金
の
二
分
の
一
は
国

が
負
担
し
、
農
家
が
負
担
す
る
掛
金
の

四
分
の
一
を
市
が
補
助
し
、
果
樹
栽
培

農
家
の
皆
き
ん
が
加
入
し
や
す
い
よ
う

配
慮
し
ま
し
た
の
で
、
大
き
な
補
償
が

受
け
ら
れ
る
、
こ
の
共
済
に
多
く
の
皆

さ
ん
が
加
入
し
経
営
の
安
定
を
図
り
ま

し
ょ
、
つ
。

上
回
専
修
職
業
訓
練
校
(
住
所
常
軒

城
一
|
三
|
二

o
g
@
一
三
五
三
)

上
回
公
共
職
業
安
定
所

(
住
所
天
神

一
l
八
|
四
八
舎
六
三
六
三
)

長
野
県
、
お
よ
び
長
野
県
青
少
年
育

成
県
民
会
議
で
は
、
次
に
よ
り
「
信
州

青
年
希
望
の
船
」
へ
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

日
程
・
五
十
一
年
八
月
二
日

i
十
八
日

募
集
人
員
・
一
般
団
員
十
六
名

募
集
範
囲
・
年
齢
二
十
歳
i
三
十
五
歳

ま
で
で
、
市
内
に
住
ん
で
い
る
勤
労
青

年募
集
期
間
・
五
月
十
四
日
幽
ま
で

応
募
方
法
・
所
属
す
る
企
業
、
ま
た
は

青
少
年
団
体
の
推
薦
に
よ
り
上
田
市
公

民
館
に
申
込
書
を
提
出
す
る
。

お
問
合
せ
・
上
田
市
公
民
館
青
少
年
係

(
宮
⑫

O
七
六

O
有
線
②
O
八
九
二

春の大掃除の実施時期は、

いです。

家族そろって大掃除を行い、病害虫の

発生源をなくし、清潔で住みよい生活環

境を築きましょう。

家族そろって
春の大掃除

5月いっぱ



社
会
人

年
生
を
激
励

今
年
、
市
内
の
事
業
所
に
勤
務
さ
れ

た
、
新
卒
就
職
者
の
激
励
会
が
四
月
七

日
市
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
社
会

人
一
年
生
に
、
市
長
を
初
め
主
催
者
か

ら
激
励
の
こ
と
ば
が
あ
り
、
言
論
科
学

振
興
協
会
常
務
理
事
の
桑
村
信
賢
さ
ん

の
「
職
場
に
お
け
る
人
間
関
係
」
の
講

演
に
熱
心
に
耳
を
傾
げ
て
い
ま
し
た
。

協便物認可ー
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..新卒就職者を励ます

石井市長

市長より記念品惨

を受ける新卒就

職者代表

駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
の
噴
水
池
に
、
上

街
を
み
ど
り
に

「
み
ど
り
の
祭
」
開
く

四
月
十
・
十
一
日
、
上
回
公
圏
内
で

国
土
緑
化
運
動
の
一
環
と
し
て
「
み
ど

り
の
祭
」
が
聞
か
れ
、
大
勢
の
市
民
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

こ
の
祭
り
は
、
上
田
市
ほ
か
小
県
郡

の
官
庁
、
民
間
団
体
が
協
力
し
て
、
林

業
の
実
情
紹
介
や
家
庭
緑
化
木
の
即
売

な
ど
が
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

苗
木
の
無
料
配
布
に
は
、
長
い
行
列

が
で
き
用
意
し
た
緑
化
木
六
千
束
(
一

束
二

1
三
本
)
が
ま
た
た
く
ま
に
な
く

な
り
ま
し
た
。

4

司
に
ぎ
わ
っ
た
苗
木
の

無
料
配
布

越
市
の
業
者
の
方
か
ら
、
み
ご
と
な
錦

鯉
か
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

い
た
づ
ら
し
た
り
、
取
っ
た
り
せ
ず

み
ん
な
で
か
わ
い
が
り
ま
し
ょ
う
。

l
l滞
|
l止
T
l
l主
T
1
↓
キ
l
l↓
ホ
i

被
差
別
部
落
の
歴
史
起
源
と
い
う

こ
と
に
な
れ
ば
、
世
間
に
は
、
い
ろ

い
ろ
の
誤
っ
た
説
が
流
布
さ
れ
て
い

ま
す
。
①
人
種
説
、
②
職
業
説
、
③

仏
教
説
、
④
平
家
の
落
人
(
お
ち
う

ど
)
説
、
の
四
つ
が
、
そ
の
代
表
的

な
も
の
で
す
。
①
の
人
種
説
は
、
帰

化
人
説
で
す
。
し
か
し
古
代
に
、

中

国
や
朝
鮮
か
ら
わ
が
国
に
移
っ
て
き

た
人
た
ち
は
、
日
本
に
新
し
い
技
術

や
文
化
を
伝
え
て
き
た
人
た
ち
で
あ

り
ま
す
。
当
時
(
古
代
)
の
貴
族
に

な
っ
た
者
も
多
く
い
ま
す
し
、
差
別

ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
尊
敬
さ
れ
て
い

ま
し
た
。た起源説

と「前史」

EDF~9~~~~ ~ 

①
 

壬Eロ
蔽1tつ

②
の
職
業
説
も
あ
や
ま
り
で
す
。

貴
い
職
業
、
い
や
し
い
職
業
と
い
う

職
業
差
別
が
先
に
あ
っ
て
「
い
や
し

い
職
業
」
に
従
事
し
た
者
を
「
い
や

し
い
人
間
」
と
し
た
と
い
う
職
業
起

源
説
は
、
逆
立
ち
し
た
考
、
ぇ
方
で
す
。

き
き
に
人
閉
め
貴
践
の
差
別
が
つ
く

ら
れ
、
差
刷
刊
さ
れ
る
人
間
が
、
人
め

b

ρ
い
や
が
る
仕
事
、
危
険
で
あ

っ
た
り

不
愉
快
で
あ
っ
た
り
す
る
仕
事
を
、

一
番
低
い
身
分
の
者
に
お
し
つ
け
て

い
っ
た
わ
け
で
す
。
一
定
の
仕
事
と

し
い
人
間
」
が
す
る
こ
と
が
「
い
や
「

し
い
職
業
」
だ
と
考
、
え
あ
り
れ
る
よ
う
ト

に

な

っ

た

わ

け

で

す

。

↑

③
の
仏
教
説
は
、
仏
教
の
禁
じ
て
+

い
る
牛
馬
を
殺
生
し
、
あ
る
い
は
肉
#

食
し
た
故
だ
と
い
う
説
で
、
こ
れ
も
↓

正
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
牛
馬
の
殺
生
↓

を
禁
じ
た
の
は
宗
教
的
理
由
よ
り
、
-

経
済
上
の
理
由
の
方
が
強
か
っ
た
か
-

ら
で
す
。
た
と
え
ば
、
聖
武
天
皇
の
↑

時
代
(
西
歴
七
四
一
年
)
「
牛
馬
は
↑

人
に
代
っ
て
勤
労
し
て
人
を
養
う
、
十

そ
れ
ゆ
、
ぇ
、
以
前
か
ら
明
白
に
と
殺
+

を
禁
止
し
て
あ
る
の
に
、
諸
国
の
百
#

姓
に
、
な
お
殺
す
者
が
あ
る
」
か
ら
」

こ
れ
を
罰
せ
よ
と
い
う
法
令
が
で
て
;
「

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
し
だ
い
に
農
業
こ

が
発
達
し
、
す
き
を
つ
か
っ
て
回
を

ι

深
く
耕
す
た
め
や
、
あ
る
い
は
運
送
ト

に
も
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
し
十

て
牛
馬
が
必
要
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
+

殺

生

を

禁

じ

た

の

で

し

た

。

#

④
の
平
家
の
落
人
説
や
、
そ
の
他
、
↓

戦
国
時
代
や
徳
川
初
期
の
つ
ぶ
さ
れ
↓

た
大
名
の
家
来
た
ち
が
、
逃
が
れ
て
-

住
み
つ
い
た
と
い
う
説
が
各
地
に
あ
↑

り
ま
す
。
た
と
え
ば
敗
残
の
身
で
あ
↑

ろ
う
と
も
、
武
士
の
末
試
問
(
ま
つ
え
↑

い
)
で
あ
れ
ば
、
な
ん
ら
差
別
さ
れ
十

る
わ
け
は
な
い
と
い
う
の
で
す
。
も

+

っ
と
も
浪
人
な
ど
が
部
落
に
流
れ
こ
↓

ん
で
く
る
と
い
う
事
は
あ
り
得
た
こ
可

と
と
い
え
ま
す
が
、
実
は
、
こ
の
説
b

H

P
は
、
都
落
民
が
、
自
分
の
先
祖
は
り

っ
ぱ
な
武
士
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と

て
、
激
し
い
差
別
に
耐
え
、
卑
刷
に

r

.
な
る
ま
い
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
話
と
・



っ
と
も
浪
人
な
ど
が
部
落
に
流
れ
こ

ん
で
く
る
と
い
う
事
は
あ
り
得
た
こ

と
と
い
え
ま
す
が
、
実
は
、
こ
の
説
、

源
説
は
、
逆
立
ち
し
た
考
え
方
で
す
。

さ
き
に
人
閉
め
貧
賎
の
差
別
が
つ
く

ら
れ
、
差
別
き
れ
る
人
間
が
、
人
の
、

越
市
の
業
者
の
方
か
ら
、
み
ご
と
な
錦

鯉
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

い
た
づ
ら
し
た
り
、
取
っ
た
り
せ
ず

み
ん
な
で
か
わ
い
が
り
ま
し
ょ
う
。

(
写
真
上
)
・
噴
水
池
に
錦
鯉
を
放
す

身いー不片
分つ番愉工
とた低快ヤ
カ£わいでが
結 け 身 あ る

びで分つ生
っすのだ苧
け 。者り危
ムーにす険
れ定おるで
、の し仕あ

「 仕 つ 事 つ
い事けをた
やとて、')

駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
の
噴
水
池
に
、
上

P
は
、
部
落
炭
が
、
自
分
の
先
祖
は
り

r

っ
ぱ
な
武
士
で
あ

っ
た
と
す
る

こ
と
一

で
、
激
し
い
差
別
に
耐
え
、
卑
屈
に

な
る
ま
い
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
話
と
砕

い
え
ま
す
。
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みごとな錦鯉

駅前噴水池に

を
行
い
ま
す
の
で
、
大
勢
の
み
な
さ
ん
参
加
料

1
一
人
十
円
(
レ
ク
リ
ェ

l
シ

が

参

加

し

ま

し

ょ

う

。

ョ

ン

保

険

代

)

集
合
場
所
・
時
間

l
西
塩
田
小
学
校
前
お
問
合
せ

l
市
教
育
委
員
ム
援
育
課
(
宮

に

午

前

八

時

ま

で

に

集

合

。

⑫

四
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O
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線
五
五
五
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②
O
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加
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囲

1
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学
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五
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、

そ

八
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二

塩

田

公

民

館

(
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線

二

O

れ
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下
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こ
と
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五
四
)
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中
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手

塚

き

う

き

ん

神

畑

六

七

堀

内

さ

く

さ

ん

川

辺

町

七

九

北

原

富

永

さ

ん

佐

野

地

雲

さ

ん

林

之

郷

八

八

寺

沢

米

治

さ

ん

三

好
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八
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清

水
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町

)

藤

沢
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裟
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ん
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田
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六

O

田

中

貞

雄
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ん
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磐
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三

(

諏

訪

部

)

合

葉

八

十

一

さ

ん

上

田

原

小

林

竹

松

さ

ん

長

入

七

五

常

国

一

ニ

(

上

常

田

)

竹

内

た

つ

い

さ

ん

上

沢

坂

田

つ

ぎ

さ

ん

上

塩

尻

田

中

国

平

さ

ん

矢

沢

六

九

加

々

井

さ

と

さ

ん

福

田

太

田

ト

シ

さ

ん

金

井

小

玉

良

助

さ

ん

黒

岩

み

さ

は

さ

ん

森

七

三

塩

谷

源

一

さ

ん

竹

田

は

る

え

さ

ん

大

屋

中

央

三

(
原
町
)

山

極

ケ

サ

ミ

さ

ん

野

合

六
O

材
木
町
二
材
木
町
)

秋

山

光

恵

さ

ん

和

田

ゆ

き

さ

ん

院

内

芳

池

ま

き

子

さ

ん

石
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二
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冨

沢

む

っ

さ

ん

大

久

保

緑
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丘

一

(

緑

が

丘

)

北
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道

子

さ
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聞

く

ま

さ

ん

鈴

子

八
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工

藤

吉

さ
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手

塚

裕

子

さ

ん

神

畑

中

央

四

(

上

紺

屋

町

)

辰

野

と

み

さ

ん

下

之

郷

八

六

中
央
一
一
(
大
手
町

)

青

木

忠

久

さ

ん

福

沢

福

雄

さ

ん

神

科

山

口

林

登

さ

ん

大

湯

七

七

滝

沢

富

美

さ

ん

中

央

六

(

材

木

町

)

清

水

↑

秀

一

郎

さ

ん

小

泉

宮

原

喜

久

恵

さ

ん

柳

沢

七

へ

緑

が

丘

二

新

屋

)

今

溝

五

郎

さ

ん

小

泉

楠

雄

さ

ん

小

泉

田

中

興

四

郎

さ

ん

八

木

沢

八

四

竹

川

武

夫

さ

ん

上

沢

中

央

東

(
下
川
原
柳
町
)

小

林

春

雄

さ

ん

浦

野

黒

沢

重

信

さ

ん

中

組

八

O

飯

田

光

雄

さ

ん

松

本

実

さ

ん

宮

川

柳

士

口

さ

ん

浦

野

和

国

歳

尾

さ

ん

西

前

山

七

六

中
央
一

一(本
町
)

中

央

二

(

北
常
田

)

横

沢

正

さ

ん

浦

野

関

嘉

助

さ

ん

院

内

五

六

上

野

光

恵

さ

ん

泉

田

山

口

宮

川

干

さ

ん

下

堀

山

浦

良

男

き

ん

浦

野

飯

田

兵

三

さ

ん

院

内

六

七

春

原

栄

一

郎

さ

ん

長

島

清

水

よ

り

子

さ

ん

畑

山

小

木

曽

す

み

さ

ん

下

室

賀

関

ひ

き

江

さ

ん

石

神

七

O

石

井

き

よ

こ

さ

ん

上

半

過

山

辺

も

と

さ

ん

田

中

カ

ノ

イ

き

ん

岡

手

塚

義

雄

さ

ん

下

本

郷

八

六

渡

辺

産

光

さ

ん

下

之

条

中

央

北

二

新

田

)

市

川

志

う

さ

ん

岡

五
月
十
六
日
側
、
市
教
育
委
員
会
な

ど
の
主
催
で
独
鈷
(
と

っ
こ
)
山
登
山

t: え

八
一

八
五

九
一

つ

六九七六
八四九九

広 報

六
七

七
六

次
の
方
々
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

つ
つ
し
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。
(
三
月
三
十
一
日
現
在
)

九八
O 四

七

O
六一ニ

四
四三

八七六三六六五六六六四
七 五 O 八三九三六九四一

六
五

九
三

小
林
春
治
さ
ん

古
畑
フ
ミ
き
ん

本
間
キ
ク
ノ
さ
ん

中
央
六
(
愛
宕
町
)

柳

沢

や

よ

ひ

き

ん

諏

訪

形

島
田
昌
一
さ
ん

常
磐
城
三
(
諏
訪
部
)

金

森

信

也

さ

ん

秋

和

新
井
や
す
子
さ
ん

緑
が
丘
二
緑
が
丘
)

相

木

と

み

の

さ

ん

北

常

国

川神
辺
町 畑

七
七

五

六
八

五
一

八一一
七
O

七六
七

六
七

六
七

六
九

六
O

七
三

八
三

七
四

O 八
六一一

八

O

ー(7)

八



t: 

市
で
は
、
乳
幼
児
に
多
く
発
生
し
て

い
る
虫
歯
を
予
防
す
る
た
め
、
今
年
度

か
ら
歯
科
相
談
を
設
け
て
乳
児
検
診
の

充
実
を
は
か
る
こ
と
に
し
ま
し
た
が
、

乳
幼
児
の
虫
歯
予
防
は
、
家
庭
で
の
お

母
さ
ん
の
注
意
が
大
き
な
役
目
を
果
し

え広報う

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
上
小
歯
科
医
師

会
の
協
力
を
得
て
、
虫
歯
予
防
の
知
識

を
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
し
ま
す
の
で

良
く
ご
ら
ん
の
う
え
家
庭
で
の
乳
幼
児

虫
歯
の
予
防
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

六
歳
児
で

m
m
%
が
り
患

『
子
供
達
を
虫
歯
か
ら
守
ろ
う
』
①

簡
単
に
骨
折
す
る
。
鼻
血
が
止
ら
な

い
。
肥
満
児
が
増
え
て
い
る
。
そ
し
て

高
い
虫
歯
り
患
率
も
そ
の
一
つ
で
し
ょ

、つ
昭
和
二
十
五
年
に
、
六
歳
児
の
虫
歯

り
患
率
は
約
四
十
五
%
で
し
た
が
、
昭

和
三
十
五
年
に
は
八
O
%
、
四
十
四
年

に
は
九
八
%
と
年
ご
と
に
増
え
、
も
う

こ
れ
以
上
は
高
く
な
り
ょ
う
が
な
い
状

態
で
す
。

ん
な
の
.
ヘ

1.シ

乳
幼
児
、
学
童
を
と
り
ま
く
環
境
の

変
化
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
破
壊
を
と

も
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

み
ん
な
の
ベ

1.シ

四
十
四
年
の
乳
幼
児
り
患
率
を
年
齢
原
因
な
の
か
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

別

に

見

て

み

ま

す

と

、

口

の

中

に

い

つ

も

い

る

「

パ

イ

菌

」

-
」
寸
寸
J
リ
J
叶
ぺ
寸
ー
リ
i
叶
1
川・

a

こ
れ
を
「
口
腔
常
在
菌
」
と
い
い
ま
す
。

年一

一%

%

%

%

%

%

%

μ一率
一!

!

!

!

!

!

!

こ

の

パ

イ

菌

の

う

ち

、

あ

る

種

の

レ

ン

宥一

一l

ロ
U

U

M

W

錦
サ
球
菌
が
砂
糖
を
分
解
し
て
、
歯
に
ベ

酢
一
齢

一歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

タ

ベ

タ

と

く

っ

つ

く

物

質

を

つ

く

り

ま

日
り
-

一

-

劃
歯
一
年

一0

1

2

3

4

5

6

す

r卜
「
I
I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1

こ
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
菌
が
乳
酸
を

移

J
|
I
l
l
i
-
-ー
」
呼
出
し
て
歯
を
溶
か
す
、
と
い
う
の
が
現

推

〆

一

中

率

/

一
下
在
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
虫
歯
の
で

患
|
|
岬
パ
什
I
l
l
i
-
-」

貯

き

る

過

程

で

す

。

れり

J

-

1

・

歯

iJ

f

一
年
歯
み
が
き
は
、
こ
の
パ
イ
菌
の
か
た

虫

l
l
1
1
1
1
1
1
4
I
l
-
-
J
5

の

1
1
1
1
1
1
ι
い
ま
り
(
歯
を
こ
す
っ
た
と
き
取
れ
る
、

北

向

必

%

白

い

ネ

パ

ネ

パ

し

た

も

の

)

を

取

り

除

M
H門
ソ

u

H

n

u

ト

h

k

E

く

た

め

に

行

う

も

の

で

、

砂

糖

の

摂

取

表

ωで
示
し
た
と
お
り
低
年
齢
児
で
制
限
や
歯
質
の
強
化
と
と
も
に
、
虫
歯

す
で
に
高
い
り
患
状
態
に
あ
る
こ
と
が
予
防
に
は
か
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

わ

か

り

ま

す

。

昭

和

二

十

年

か

ら

二

十

一

年

頃

、

日

三
歳
以
下
の
低
年
齢
児
の
虫
歯
は
、
本
人
の
砂
糖
摂
取
量
は
、
一
か
月
約
一

歯
科
医
も
治
療
が
で
き
ま
せ
ん
。
五
グ
ラ
ム
で
、
学
童
の
虫
歯
は
、
四
O

な

ぜ

%

台

で

し

た

が

、

一

日

八

0
グ
ラ
ム
を

.

摂

取

す

る

と

い

わ

れ

る

今

日

で

は

九

虫

歯

に

な

る

の

七

%

と

い

う

大

台

が

続

い

て

い

ま

す

。

そ
れ
で
は
、
虫
歯
は
ど
の
よ
う
に
し
ど
の
よ
う
に
予
防
し
た
ら
よ
い
か
、

て
で
き
る
の
か
、
ま
た
、
何
が
一
番
の
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

A保存指定樹.No.IO

虚空蔵堂のケヤキ(3.88)

むし歯の

成り立ちの関係
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〔資料提供、上小歯料医師会〕

ご

寄

付

お

礼

マ
塩
尻
保
育
園
保
護
者
会
様
書
だ
な

三
個
、
絵
本
十
五
冊
、
テ
ー
プ
レ
コ

ー
ダ
ー
一
台
、
塩
尻
保
育
園
へ

マ
沓
掛
信
様
(
上
塩
尻
)
油
絵
五
十

号
一
額
、
塩
尻
保
育
園
へ
。

マ
神
科
第
二
保
育
園
保
護
者
会
様
-
人

形
劇
舞
台
一
式
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
一
台

神
科
第
二
保
育
園
へ
。

マ
田
中
正
雄
様
(
中
之
条
)
桜
な
ど
の
苗

木
二
百
二
十
一
本
、
公
共
施
設
へ
。

マ
ふ
た
ば
一
保
育
園
保
護
者
会
様
、
す
べ

り
台
一
台
、
綱
ひ
き
用
綱
一
本
、
整

理
ダ
ン
ス
一
台
、
扇
風
機
一
台
、
ふ

た
ば
保
育
園
へ
。

マ
南
部
保
育
園
保
護
者
会
様
、
人
形
劇

舞
台
一
式
、
ひ
な
道
具
一
式
、
扇
風

機
三
台
、
南
部
保
育
園
へ
。

マ
神
科
第
一
保
育
園
保
護
者
会
様
、
本

箱
二
個
、
掛
時
計
二
台
、
神
科
第
一

保
育
園
へ
。

マ
塩
沢
享
様
(
上
室
賀
)
三
万
一
千
五

百
円
、
五
十
一
年
度
浦
里
、
室
賀
、

小
泉
各
小
学
校
入
学
児
童
へ
一
人
三

百
円
の
貯
金
通
帳
と
し
て

マ
東
塩
田
小
学
校
P
T
A
様
、
カ
ラ
ー

テ
レ
ビ
一
台
、
天
幕
一
張
、
東
塩
田

小
学
校
へ
。

マ
北
小
学
校
P
T
A
様
、
ジ
ャ
ン
グ
ル

ジ
ム
一
組
、
す
べ
り
台
一
台
、
シ
ー

ソ
ー
一
台
他
、
北
小
学
校
へ
。

以
上
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
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